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〈論 文〉 
グローバル・ストラテジストの競争優位性の研究 
山 本 尚 利 * 
 




This article is a study on the competitive advantage of a global strategist through the research 
and the analysis of Dr. David Rockefeller Sr.’s strategic thinking and behavioral principle. He is 
regarded as one of the representative global strategists in the world. 
It is crucial for the Japanese corporate management to know the global strategists’ thinking and 
behaviors to survive in the intensive global competition. 
This article is to give the implications and lessons to the strategic management of the Japanese 
corporations which are facing to the intensive global competition. 
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 1－ 1  グローバル・ストラテジストを研究対象とした経緯 










デビッド RF にも関心が向き、今回、本論の研究対象として取り上げたのである。 
 
 1－ 2  グローバル・ストラテジストとしてのデビッド・ロックフェラー人物像 
デビッド RF は1915年に米国ニューヨーク（NY）市マンハッタンで生まれ、2010年末現在、95歳で
ある。石油王ジョン RF 家二世の五男であり、2010年末現在、RF 家の継承者でもある。デビッド RF




号を授与されている。経済学博士号をもったデビッド RF は、RF 家が財政支援するシンクタンク・
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CFR（外交問題評議会）の理事に就任すると同時に、RF 家が株式所有するチェイス・マンハッタン銀
行（現在、JP モルガン・チェイス銀行）に入行し、銀行家の道を歩み始めた。1969年には、同銀行の
頭取にまで昇進している。同銀行は NY 市に拠点を置き、GE や旧 RCA（RCA デビッド・サーノフ研
究所は現在、SRI の子会社となっている）のメインバンクであったと同時に、RF 家の保有する石油メ
ジャー・エクソン・モービルのメインバンクでもあった。また、デビッド RF の率いるチェイス・マン
ハッタン銀行は、米国中央銀行に相当する FRB（連邦準備制度理事会）の NY 連銀（連邦準備銀行の
ひとつ）や全米一のリテールバンクのシティ・グループとの関係も深い。ちなみにチェイス・マンハッ





















 1－ 3  グローバル・ストラテジストの競争優位戦略とは 
経済学博士のデビッド RF はグローバル・ストラテジスト（GS）として、RF 家の事業戦略を企画・
実行してきたが、彼の事業家としての足跡は、同氏が2002年に米国にて出版した回顧録（2007年に日
本語版を出版）（注５）に詳しく述べられている。RF 家のジョン RF 一世は、周知のように、19世紀後半、
スタンダード・オイル（現在のエクソン・モービル）を設立、20世紀初頭には、全米一の富豪となっ
た。そして、RF 家は現在に至るまで、全米最強の一族とみなされている。現在の RF 家は、石油事業
を核に、慈善事業、金融事業へと事業戦略を展開している。そして、石油事業を通じて、全世界の石油





















 1－ 4  グローバル・ストラテジストは世界情勢を動かす主体である 
世界情勢を動かす GS は、単にデビッド RF のみとは限らない。そこで筆者は、世界に分散する GS










いるとみなせる。本論ではそれらをオリゴ A およびオリゴ B と呼ぶ。オリゴ A は、米国防総省を中心
に形成される強大な軍産複合体を実質的に支配する米国軍事覇権の資本家で構成される。彼らは軍事産
業のみならず、米国金融機関、そして中東や中南米の石油利権までも握っている。すなわち、デビッド
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RF はオリゴ A を代表する GS とみなせる。米国軍事覇権に関して、現実に米軍は米国内に留まらず、












名した Military-Industrial Complex に相当する。そして、オリゴ A とオリゴ B で構成される世界的
寡頭勢力はケネディ大統領の命名した Secret Societies に相当する。 
 




ビルダーバーグ・メンバーは、それを NWO（New World Order）と呼んでいる（注９）。ウィキペディ
アによれば、NWO は陰謀論の世界に属することになっている。しかしながら、デビッド RF は、回顧
録（注５）の中で、ワンワールドについて触れており、世界的寡頭勢力内で議論されている NWO のコン
セプトの存在を否定していない。 
そこで、NWO 実現を目指す GS としてのデビッド RF の世界覇権競争について分析する。 
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図１に2025年中国シナリオを図示しているが、未来の中国の情勢は、オリゴ A とオリゴ B の世界覇
権競争の結果で大きく変わってくることがわかる。既述のように、デビッド RF はオリゴ A を主導す
る GS であるから、米国軍事力をバックに、中国を仮想敵国として扱い、中国の覇権国化を阻止する戦




























 2－ 2  近年の世界的寡頭勢力の競合状況の分析 
2001年より2009年まで、米国の政権はブッシュ（ジュニア）政権であった。この政権はその陣容か
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ブッシュ政権はイラク戦争を泥沼化させ、米国民の厭戦気分を高めて、政権支持率を急降下させてしま
った。そして、2000年代半ばより、オリゴ A は苦境に陥ったのである。そして2006年 6 月、カナダの
オタワで開かれたビルダーバーグ年次大会にて、ブッシュ政権のイラク戦争への反対決議が行われた。
その直後、唐突に、ゴールドマン・サックスの CEO であったヘンリー・ポールソンが、ブッシュ政権
の財務長官として中途入閣している。この唐突人事から、この時点でオリゴ A からオリゴ B に世界覇
権の主導権がシフトしたとみなせる。なぜなら、ポールソンは、ゴールドマン・サックスの中国戦略を
大成功させて、CEO に抜擢された人物（注10）であり、彼は、中国を仮想的国視するオリゴ A ではなく、





界的寡頭勢力のオリゴ B に支援される政権であり、オリゴ A のデビッド RF にとって、オバマ政権へ
の影響力はブッシュ政権時代に比べて大きく後退した。この世界情勢変化の下、中国にとっては図１に
おけるシナリオ 3（アジア覇権国）、あわよくば、シナリオ 4（世界的覇権大国）が期待できるように
なったのである。しかしながら、デビッド RF 率いるオリゴ A が簡単に、世界覇権を譲るはずがない。
猛烈な巻き返し作戦が行われ、2010年11月の米国中間選挙にて、オバマ民主党は敗北している。その
後、オリゴ A のパワーが次第に、復活する兆しが出ている。 
 
 2－ 3  逆境におけるグローバル・ストラテジストの競争優位戦略 
グローバル・ストラテジスト（GS）の世界覇権競争は熾烈であり、当然、逆境に陥ることもある。
デビッド RF は、2006年 6 月以降、ビルダーバーグ・メンバーの主流であるオリゴ B からの批判に晒
され続けている。デビッド RF は毎度の批判に耐え切れないのか、2010年 6 月、スペイン・シッチェ
スで行われたビルダーバーグ年次大会では1954年発足以来、初めて欠席した。デビッド RF がオリゴ
B から批判される要因は、2001年に誕生したブッシュ政権（オリゴ A 政権）が、あまりに露骨な戦争
志向の政権だったことにある。まず、2001年の9.11事件勃発を利用して、2003年、イラクに強引な先
制攻撃を仕掛け、その後、イラン先制攻撃を計画していたのである。オリゴ B は、オリゴ A の計画す
るイラン戦争に絶対反対なのである。もし、イラン戦争が起きれば、核戦争に発展する可能性が高く、






デビッド RF にとって、オリゴ B 以外にも、ライバルが存在する。それは、ジョン RF 四世（ジェ
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イ RF）民主党上院議員である。現在の RF 家を継承しているのはデビッド RF であるが、世界的寡頭
勢力の財閥はことごとく、厳格な世襲制を敷いており、RF 家も例外ではない。そのしきたりに従えば、
本来、RF 家を継承する権利がジェイ RF にある。彼の父・ジョン RF 三世（デビッド RF の兄）が、
1978年に交通事故死して以来、この30年間、ジェイ RF は RF 家正統継承の座の奪回を狙ってきた。
しかしながら、ジェイ RF は単独ではデビッド RF に勝てないので、ロスチャイルド財閥などの欧州寡
頭勢力の主導するオリゴ B と連携している。そして、オリゴ B は、ジェイ RF およびジェイ RF の属
する民主党のパワーを活用して、デビッド RF 率いるオリゴ A の弱体化を志向している。その意味で、




オリゴ A によって支援される共和党支持に十分、戻ってはいない。 
 
 3 ．極東依存を高めるグローバル・ストラテジスト 
デビッド RF 率いるオリゴ A は、イラン先制攻撃計画をオリゴ B の反対で、実行できずにいる上、








 3－ 1  極東における緊張創出作戦の展開 
オリゴ A は、2009年 1 月のオバマ政権誕生後、2010年12月末現在まで、米国連邦政府の大統領政権


























 3－ 2  極東戦争は起こるか 

















 3－ 3  グローバル・ストラテジストの極東戦略とは 
上記、オリゴ A による極東挑発に関して、GS であるデビッド RF の意思は極めて複雑であろう。な
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 4 ．日本企業経営者への示唆と教訓 
2010年11月の米中間選挙にて民主党が大敗し、早くも、オバマ政権に黄色信号が灯り始めた。この
間隙を突いて、オリゴ A の米国軍事覇権が徐々に勢力を盛り返しつつある。そして、彼らは今、極東
に関心を向けている。オリゴ A の頭目・デビッド RF の二面戦略が適用されれば、上記のように極東
冷戦時代に突入する確率が非常に高まっている。具体的には、極東において、米日韓陣営と中露朝陣営
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注 1 ：山本尚利、『日米技術覇権戦争』、光文社、2003年 
注 2 ：山本尚利、『情報と技術を管理され続ける日本』、ビジネス社、2008年 




注 5 ：デビッド・ロックフェラー、『ロックフェラー回顧録』、2007年、新潮社 
注 6 ：Bilderberg Group 
   http://en.wikipedia.org/wiki/Bilderberg_Group（2010年12月31日現在） 
注 7 ：National Intelligence Council, “Global Trends 2025 : A Transformed World”, November, 2008 
注 8 ：山本尚利、「2025年世界シナリオがグローバル MOT（技術経営）に与える示唆」、『早稲田国際経営研究』第
41号、2010年、47-56頁 
注 9 ：New World Order 
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